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研究成果の概要（和文）：　日本の福祉現場は「書類にはじまり書類に終わる」とまで言われ、その硬直化が指摘され
てきた。本研究は介護・療養記録、そしてそれらが無い高齢者や障害児といった当事者に対しては介護のさいの会話な
どといった、“支援者のための記録”を高齢者や障害者が自らの生活向上と主体性の源泉としうるような「ライフログ
」へと転換していく情報システムの構想と試験的実証をおこなった。
　具体的には高齢過疎化が進む地域、特に被災地も視野に入れた、福祉社会の背景を精確に踏まえ、タブレットの活用
をおこなった。その成果として、生活に即したライフログとしてのメディアとしての可能性を見出すことができた。

研究成果の概要（英文）： Over the past few decades, a considerable number of studies have been conducted o
n the logging the lives for persons with disabilities and elderly persons in Japan. But little attention h
as been given to put the logs to practical use for elderly and PWD themselves. We discuss our communicatio
n assist system by Tablet-media persons with disabilities and elderly persons. Our system has two function
s: (1) Logging by a speech recognition system, (2) Showing the photographs and pictograms homologized the 
captions.
 The results of our performance tests clearly showed that our system was very helpful in order to assist t
he communication persons with disabilities and elderly persons. We can put in perspective the novel effect
 for the Life-Log media and changes of the standard of living of persons with disabilities and elderly per
sons.
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１．研究開始当初の背景 
 
 日本の福祉現場は「書類にはじまり書類に
終わる」とまで言われ、その硬直化が指摘さ
れてきた。確かに要介護認定から給付管理ま
で、支援場面ひとつひとつに「書類作成＝記
録」がついてまわる。それぞれは介護の記録
や質の維持に不可欠なもののはずだ。しかし
介護保険にしても障害者の支援制度にして
も、それらの記録が有効に活用されていると
は言い難い。むしろ福祉現場からは、「書類
作業」が利用者と向き合う時間を奪っている
との悲鳴まで聞こえる。ヒューマンサービス
である福祉支援が、「人ではなく書類に向か
わざるをえない」現状は、変えなければなら
ない。 
 本研究の背景は、大きく２つに整理できる。
まず、「高齢者・障害者の福祉社会研究」の
観点から、そのような福祉での介護・支援記
録の活用をめざす必要があると考えた。ただ
し、日本の福祉社会の現代性、さらにいえば
社会構造そのものは、2011 年 3 月 11 日に大
きく変容したといわざるをえない。東日本大
震災の特徴は、その被災地が高齢化・過疎化
しており、被災者の大半は高齢者、まさに福
祉支援の対象という点である。特に本研究は、
そもそも仙台市や山元町など宮城県を対象
としており、その多くが被災したため、その
進展の中で、「福祉介護情報システム構想」
の範囲内として、高齢者の被災した後の生活
を踏まえたシステム立案と試用が不可欠と
なった。 
 もうひとつの背景が、情報技術の福祉・生
活領域での活用である。特に、本研究が対象
としている高齢者・障害者は、これまでデジ
タル・ディバイドの対象であるとされ、情報
化の恩恵を受けがたいとされてきた。その観
点から、福祉での生活領域における情報化に
寄与する必要性が、本研究の背景に存在して
いるといえるだろう。そのなかで、生活場面
での情報化を活用する「ライフログ」、およ
び、高齢者・障害者にも感覚的に活用しやす
く、生活場面での応用可能生が広いタブレッ
ト・メディアが、急速に注目されている点を、
取り入れていく必要があるだろう。 
 
 
２．研究の目的 
 
 本研究は、介護・療養記録、そしてそれら
が無い高齢者や障害児といった当事者に対
しては、介護のさいの会話などといった、“支
援者のための記録”を、高齢者や障害者が自
らの生活向上と、主体性の源泉としうるよう
な「ライフログ」へと転換していく情報シス
テムの構想と試験的実証を目標としている。 
 さらに、当初想定されていた調査フィール
ドの被災という事態をうけることで、福祉生
活における「思い出」や記憶といった生活情
報を柔軟に捉え、その点で情報システムが現

実社会にどのように役立つのか、具体的な意
義を見出すことができた。それは、「お年寄
りにも障害のある人にもやさしい技術」が、
これまで考えられていたような使いやすさ
だけではなく、「気持ち」や「自分を肯定す
るモチベーション」のようなものを支えるも
のであるという、新しい「生活におけるテク
ノロジーの意義」を浮上させるという視角で
ある。 
 福祉生活における「思い出」や記憶を支え、
それを取り戻すことで生活を質的に豊かに
し、介護者とのコミュニケーションを図るこ
とができる点を明らかにする。特に震災被災
地での「思い出」システムの援用とその実証
は、高齢者の福祉生活にこのような情報シス
テムが大きく寄与することに気づいた。この
意味で、新しい「生活におけるテクノロジー
の意義」を浮上させる可能性が、本研究に与
えられる。それは「お年寄りにも障害のある
人にもやさしい技術」が、これまで考えられ
ているような使いやすさでなく、「気持ち」
や「自分を肯定するモチベーション」のよう
なものを支えるほど、重要なものである、と
いう視角である。 
 その意味で本研究は実証研究でありなが
らも、前例のない試験的な研究としての意味
合いを強めるべきだと考える。まず、本研究
における情報システムを実際に構築する。そ
のさいに「ライフログ・システム」として、
生活に密着した情報入力を考えなければな
らない。特に介護記録のように書かれたもの
だけではなく、情報を入力しストックすると
ころの技術改善を重視する。例えば聴覚障害
者向けの Closed Caption における情報入力
が参考になるだろう。そのためのデバイスと
して、近年されているタブレット・メディア
が主役を演じると考えられる。 
 もうひとつは、介護生活におけるフィール
ド選定の工夫である。それは、いわゆる介護
情報システムという狭い範囲だけでなく、視
角を広げた生活全体を向上させるような「ラ
イフログ」システムとして設計し直す。介護
記録は高齢者だけがとられているものでは
ない。介護生活をおこなっている人のなかで
も、障害者・児は、保護者の協力を得るかた
ちで、ライフログとしての精度を高めた実証
が可能となるだろう。以上をポイントとして
取り込みながら、具体的なシステムづくりを
目指すのが目的である。 
 
 
３．研究の方法 
 
 本研究の方法は、以下のように 3点から整
理できる。まず日本の福祉社会の重要な局面
である高齢化・過疎化をきちんと把握し、そ
れに寄り添った当事者中心の情報システム
を構想する、理論研究である。具体的には、
高齢者とともに障害者・児も踏まえなければ
ならない。「ライフログ」として充実させる



ための先進事例を探索すると、欧米などで類
似の IT 活用の成果が出ていることが判明し
たが、その多くは障害のある子どもたちの生
活を記録し、それを親が活用していく図式の
ものであった。最新の知見を導入しつつ、そ
の理論的な枠組みを整理していく。 
 次は、そのような分析や社会背景を反映さ
せて、新しい「ライフログ・システム」を作
り出す作業である。特に「情報入力」の部分
では、紙となった介護記録だけでなく、音声
認識や筆記メモなどを、「利用者が福祉生活
の中で主体的に記録する」ことを可能にする
ようなシステムをめざし、音響関係のデバイ
スを準備して、システム設計に生かしていく。
これらはライフログにとってもっともリッ
チな情報をもつコミュニケーション・音声の
活用である。実際に障害児教育という観点か
ら試用・分析してみると、このシステムが、
言語取得からコミュニケーションへの、状況
を把握し、知識在庫を活用して関係を取り結
ぶという点で可能性に富んでいることがわ
かる。本研究は社会的観点を重視しているも
のであり、「技術を社会に位置づける」視角
から、具体的な社会貢献にまで踏み込みたい。 
 最後は、宮城県にフィールドを持っていた
本研究の強みを生かした実証の継続である。
特に本研究では、被災した高齢者と知り合う 
機会が増えた。その場でのライフログを生か
した生活向上をめざす場合、重要なのは機械
だけではなく、利用する力＝リテラシーの存 
在である。高齢者が IT を活用するためのリ
テラシーは、やはり情報システムにとって不
可欠であり、そして本研究の対象の一つでも
ある。そこを対象とした実証は、社会に貢献
する研究としてめざす姿ともいえよう。以上
の 3点に重点的に費用を使用し、実践的な成
果をあげていきたいと考えている。 
 
 
４．研究成果 
 
 本研究は上記のようなチャレンジングな
ものであったが、下記のような充実した成果
を着実に得る事ができた。 
 まず、試験的システム構築は「生活情報の
収集・入力」と、その情報を生活が潤うかた
ちで出力し活用できるような「思い出情報の 
出力」の２つに整理できる。まず、介護施設
の記録を読み込みマイニングした上で、「お
年寄りにも楽しめる」かたちで出力するシス 
テムづくりをおこなった。具体的な出力方法
は撮りためた写真や記念の写真を、介護記録
とあわせてアルバムのように出力し、家族や 
介護者と見られるようにすることで「思い
出」を共有し楽しめるシステムを構想した
(柴田・服部・松本 2011）。またフィールド
ワークとして宮城県のNPOと福祉施設を選定
し、仙台市の施設、亘理郡山元町（保健福祉
課）などの協力を得ることができた。もちろ
ん仙台市、山元町とも東日本大震災で深刻な

被害を受け、高齢者の介護生活は激変した。
だからこそ、そういう現場、地域社会におい
て求められるシステムと、その運用を模索す
る事ができた（柴田,2012a、2012b）。具体的
には、本研究の情報システムで想定されてい
た高齢者に使いやすい日々の写真やコメン
トを記録し共有する機能を用いて、被災地に
て回収された被災アルバム・写真をデジタル
化し、お年寄りが大半を占める被災者・避難
生活者が、自分の思い出を探すさいにも活用
した(柴田・保良・服部 2012)。過疎・高齢
化が進む宮城県の被災地においてみられた
復興過程は、日本の高齢社会における課題の
先行例であり、縮図であるともいえる
(Shibata 2012)。そういった意味で、介護生
活における新しいテクノロジー導入の、貴重
な手がかりが得られた。 
 以上のような成果を受けて、本研究ではよ
り精緻な福祉空間において、「利用者の」ラ
イフログ・システムの構築をめざした。福祉
サービスの利用者が置かれる“状況”をリア
ルタイムで把握し、利用者に使い勝手の良い
システムにするために、音声認識や写真撮影
を柔軟に使いこなすシステムを構築する。生
活情報の多くは音声に依存しているが、それ 
ら を 扱 え る よ う に し た 先 行 例 は
Closed-Caption であった。そこでその詳細な
分析を試み、その結果としていくつもの成果
を得ることができた。文字情報化した場合の
出力の成果によって、より社会的ー文化的な
Universal Designを生み出す事ができること
がわかった。その成果は Shibata.etc(2012)
などで報告しているが、システム開発だけで
なくその社会的実践を企図する本研究の、重
要な達成点であるといえよう。 
 さらに、「支援者による」システムとして、
支援者が実際に福祉場面に持ち込み活用す
るために、運用デバイスをタブレットに絞り 
込む。生活場面に持ち込むことができ、音声
認識も文字取得・写真取得のためのカメラも
備えているタブレットは、生活状況をデータ 
化する事で役立てようとする「福祉情報シス
テム」のためのメディアとなりえる。またタ
ブレットは被災地でも活躍した前例があり、 
本研究と相性がとても良い。さまざまなタブ
レットを予算で用意してテストを行い、具体
的な支援場面や教育場面で有用であること
を実証した（柴田 2013, Shibata,2013 など）。 
 最後に、本システムがめざしたのは「当事
者のための」メディアとして、ライフログ・
システムが運用されるべきという理念を、シ
ステムそのものに埋め込むという作業であ
る。それらはもちろん、「福祉情報システム」
のアルゴリズムに反映されるが、それだけで
は不十分であろう。本システムが目指すもの、
そして実現しうることを、国内学会（柴田 
2013）、そして国外学会(Shibata 2014)でも
積極的に発信した。また理念そのものは、著
作を上梓（柴田ほか 2014）するなどして発
信した。 



 本研究は、単に優れたシステムの開発を目
的とするだけではなく、「このような可能性
がある」という福祉情報システムの社会的な 
可能性に挑戦し、提言するものでもある。そ
の目的を忘れず、成果をまとめ将来につなぐ
提言をおこなうなど（柴田 2014）、当初の目
的を上回る、充実した成果を得たと考えてい
る。 
 なお、その証左として、柴田(2013)は、情
報処理学会第 88 回グループウェアとネット
ワークサービス研究会において、優秀発表賞
を受賞することができた。具体的なシステム
として、実際の会話を記録情報や音声認識を
つかってライフログというかたちで記録し、
それをピクトなどスキャンした写真・映像と
結びつけイメージをわかりやすく出力する
という発想、およびそのシステムの構築は、
本研究のような積み重ねがあって初めて達
成されたものだと考えている。あらためてこ
のたびのご支援に、深く感謝申し上げる。 
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